
　

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
：

Sleep A
pnea Syndrom

e

）
と
は
、
睡

眠
中
に
何
度
も
呼
吸
が
止
ま
る
病
気
で

す
。

　

気
道
の
閉
塞
が
原
因
で
「
い
び
き
」
を

か
く
閉
塞
性
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｓ
：O

bstructive 
SA

S
）（
図
１
）、
閉
塞
を
伴
わ
ず
脳
・
心

臓
な
ど
の
障
害
に
よ
り
起
こ
る
中
枢
性
、

そ
の
両
方
が
原
因
と
な
る
混
合
性
の
３
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
閉
塞
性
が
80
％
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
を
放
置
し
て
い
る
と
、
高
血

圧
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
糖
尿
病
、
認

知
症
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

２
０
０
３
年
に
起
き
た
山
陽
新
幹
線
の

運
転
士
に
よ
る
居
眠
り
運
転
で
Ｓ
Ａ
Ｓ
は

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
も
自
動
車
―
―
特
に
バ
ス
や
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
中
に
強
い
眠
気
が
発
生
し
、
運

転
操
作
を
誤
っ
て
重
大
な
人
身
事
故
を
起

こ
す
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
想
定
さ
れ
る
問
題
と
し
て
は
、

眠
気
の
た
め
に
ミ
ス
が
増
え
、
作
業
効
率

が
著
し
く
低
下
し
、
時
間
外
労
働
が
増
え

て
不
要
な
残
業
代
を
企
業
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
工
場
で
の
機
械
操
作
や

作
業
手
順
を
誤
っ
て
人
を
巻
き
込
む
事
故

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
ま
ず
簡
易
検
査
と
し
て
、
呼

吸
・
血
中
酸
素
量
を
測
定
す
る
睡
眠
評
価

装
置
（
ウ
ォ
ッ
チ
パ
ッ
ト
）
を
用
い
た
、

在
宅
で
実
施
で
き
る
検
査
を
行
い
ま
す

（
図
２
）。

　

さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
原

因
や
重
症
度
を
調
べ
た
り
、
治
療
方
針
を

決
定
す
る
た
め
の
精
密
検
査
（
睡
眠
ポ
リ

グ
ラ
フ
ィ
ー
）
を
行
い
ま
す
。

　

睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
と
は
、
睡

眠
状
態
と
呼
吸
状
態
を
詳
し
く
調
べ
る
検

査
で
す
。
こ
れ
は
、
脳
波
や
呼
吸
、
胸
・

腹
部
の
動
き
、
脈
拍
数
、
血
中
の
酸
素
量

な
ど
を
測
定
す
る
装
置
を
か
ら
だ
に
装
着

を
起
こ
す
、
物
品
を
破
損
し
て
思
わ
ぬ
損

害
を
被
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
部
分
を
占
め
る
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｓ
で
は
、
要

因
と
し
て
肥
満
や
小
顎
、
加
齢
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

主
な
症
状
に
日
中
の
眠
気
、
倦
怠
感
、

抑
う
つ
、
集
中
力
の
低
下
、
頻
回
の
中
途

覚
醒
、
夜
間
頻
尿
、
起
床
時
の
頭
痛
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
症
状
で
日
常
生
活
に

支
障
を
来
す
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

①
「
い
び
き
」
が
ひ
ど
く
、
呼
吸
が
止
ま 

し
て
行
う
も
の
で
、
在
宅
で
就
寝
中
に
検

査
が
で
き
ま
す
。

　

重
症
度
に
関
し
て
は
、
１
時
間
当
た
り

の
無
呼
吸
・
低
呼
吸
の
回
数
（
Ａ
Ｈ
Ｉ
：

無
呼
吸
低
呼
吸
指
数
）
で
確
認
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｈ
Ｉ
が
５
回
以
上
で
、
前
述
し
た
自

覚
症
状
が
あ
る
場
合
に
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
診
断
さ

れ
、
Ａ
Ｈ
Ｉ
が
５
～
15
回
未
満
は
軽
症
、

15
～
30
回
未
満
が
中
等
症
、
30
回
以
上
が

重
症
と
な
り
ま
す
。

　

軽
症
の
方
は
、
減
量
や
飲
酒
を
控
え
る

と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
、
横
向

き
に
寝
る
こ
と
に
よ
り
症
状
が
改
善
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

中
～
重
症
の
方
は
、Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ（
シ
ー

パ
ッ
プ
、Continuous Positive A

irw
ay 

Pressure

：
持
続
陽
圧
呼
吸
）
療
法
（
図

３
）
や
ス
リ
ー
プ
ス
プ
リ
ン
ト
（
マ
ウ
ス

ピ
ー
ス
）
療
法
を
速
や
か
に
選
択
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法
と
は
、
睡
眠
時
に
鼻
マ

ス
ク
を
使
用
し
、
気
道
に
適
切
な
圧
力
を

加
え
た
空
気
を
持
続
的
に
送
り
込
む
こ
と

で
気
道
の
閉
塞
を
防
ぎ
、
無
呼
吸
・
低
呼

吸
を
な
く
す
治
療
法
で
す
。
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療

法
を
受
け
る
に
は
医
師
の
指
示
が
必
要
で

す
。

　

ス
リ
ー
プ
ス
プ
リ
ン
ト
は
、
睡
眠
時
に

着
用
す
る
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
で
、
下
顎
を
前

進
さ
せ
た
状
態
で
固
定
す
る
こ
と
に
よ
り

上
気
道
の
閉
塞
を
防
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
外
科
的
治
療
（
口
蓋
垂
軟
口
蓋

咽
頭
形
成
術
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

適
切
な
治
療
を
行
う
と
、
日
中
の
眠
気

や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
解
消
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
合
併
症
を
予
防
し
、
睡
眠
の

質
を
改
善
さ
せ
、「
よ
り
元
気
で
長
生
き

で
き
る
」よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
毎
週
火
曜
日
に
福

田
紀
子
医
師
、
木
曜
日
に
私
が
呼
吸
器
内

科
（
睡
眠
時
無
呼
吸
）
外
来
を
担
当
し
て

い
ま
す
（
予
約
制
）。
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
心
配
が

あ
る
方
は
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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保健会館クリニックの
医師がお答えします！

睡眠時無呼吸症候群（SAS）とは？第 １ 回

居眠りが原因の交通事故などをきっかけに認知度が高まった「睡眠時無呼吸症候群（SAS：Sleep Apnea Syndrome）」。
寝ている間に何度も呼吸が止まったり、浅くなったりする病気で、そのままにしておくと重大な合併症のリスクが増加しますが、
その一方でなかなか気づかれにくい病気でもあります。
今号ではSASの症状から原因、検査、治療までを、本会成人保健専門委員の中園智昭医師が詳しく解説します。

健常な人の気道とOSAS患者の気道閉塞図１

Q3
受
診
を
し
た
方
が
よ
い
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？

Q2
な
り
や
す
い
人
や

注
意
す
べ
き
状
態
・

症
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q4
Ｓ
Ａ
Ｓ
で
は
ど
ん
な
検
査
を

行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

Q5
治
療
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

Q1
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
は
ど
ん
な
病
気
で

何
が
問
題
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
た　

 

　

こ
と
が
あ
る
。

②
睡
眠
時
間
は
十
分
な
の 

　

に
熟
睡
感
が
な
く
、
日 

　

中
に
眠
気
が
あ
る（
他 

　

に
Ｑ
２
の
症
状
が
あ 

　

る
）。

③
簡
易
検
査
で
睡
眠
時
無 

　

呼
吸
症
候
群
の
疑
い
が 

　

あ
る
と
言
わ
れ
た
。

　

①
～
③
に
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
受
診
を
し

て
く
だ
さ
い
。

睡眠評価装置（ウォッチパット）検査図２

CPAP療法図３
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